
＜事業イメージ＞＜事業の内容＞
１．多⾯的機能⽀払交付⾦ 48,463百万円（前年度48,463百万円）
① 農地維持⽀払

地域資源の基礎的保全活動等の多⾯的機能を⽀える共
同活動を⽀援します。
② 資源向上⽀払

地域資源の質的向上を図る共同活動、施設の⻑寿命化
のための活動を⽀援します。

２．多⾯的機能⽀払推進交付⾦ 1,585百万円（前年度1,585百万円）

制度の適正かつ円滑な実施に向けて、都道府県、市町村等
による事業の推進を⽀援します。

＜対策のポイント＞
地域共同で⾏う、多⾯的機能を⽀える活動や地域資源（農地、⽔路、農道等）の質的向上を図る活動を⽀援します。

＜事業⽬標＞
○ 農地・⽔路等の保全管理により農業⽣産活動が維持される農⽤地⾯積（237.8万ha［令和12年度まで］）
○ 農地・⽔路等の保全管理の共同活動を⾏う⼩規模組織のうち体制強化に取り組む組織の割合（50%［令和12年度まで］）

⽇本型直接⽀払のうち
多⾯的機能⽀払交付⾦

令和８年度予算概算決定額 50,048百万円（前年度 50,048百万円）

交付単価

［５年間以上実施した地区は、➋に75％単価を適⽤］
※１︓➋、❸の資源向上⽀払は、➊の農地維持⽀払と併せて取り組むことが必要
※２︓➊､➋と併せて❸の⻑寿命化に取り組む場合は､➋に75％単価を適⽤
※３︓❸の⻑寿命化において、直営施⼯を⾏わない場合は、5/6単価を適⽤
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＜事業の流れ＞
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定額
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農地維持⽀払

・農地法⾯の草刈り、⽔路の泥上げ、農道の路⾯維持 等
・農村の構造変化に対応した体制の拡充・強化、地域資源
の保全管理に関する構想の策定 等

⽔路の泥上げ農地法⾯の草刈り 農道の路⾯維持

・⽔路、農道、ため池の軽微な補修、景観形成や⽣
態系保全などの農村環境保全活動 等
・⽼朽化が進む⽔路、農道などの⻑寿命化のための
補修 等

⽔路のひび割れ補修 農道の窪みの補修 ため池の外来種駆除

資源向上⽀払

実 施 主 体︓農業者等で構成される組織（ ➊及び❸は農業者のみで構成する組織でも取組可能 ）
対象農⽤地︓農振農⽤地及び多⾯的機能の発揮の観点から都道府県知事が定める農⽤地

（円/10a）【加算措置】
北海道都府県項⽬
320400⽥

多⾯的機能の増進を図る活動の取組数を新たに１つ以上増加させる場合等多⾯的機能の更なる増進への
⽀援 80240畑

2040草地

320400⽥資源向上⽀払（共同）の交付を受ける⽥⾯積の1/2以上で取り組む場合⽔⽥の⾬⽔貯留機能の強化
（⽥んぼダム）への⽀援

交付単価項⽬

40万円/組織
広域活動組織を設⽴し
活動⽀援班※を設置
する場合

組織の体制強化
への⽀援

交付単価項⽬
800⻑期中⼲し

化学肥料と化学合成農
薬を原則５割以上低
減する取組と併せて環
境負荷軽減に取り組む
⾯積が増加する場合

環境負荷低減
の取組への⽀援

4,000冬期湛⽔
8,000夏期湛⽔
3,000中⼲し延期
4,000作溝実施

江の設置等
3,000作溝未実施

（円/10a）

※広域活動組織内の複数の集落をまたいで共同活動を
⾏う班

（03-6744-2197）農村振興局農地資源課［お問い合わせ先］


